ネパールフェスティバル２０１０報告
2010年8月28日（土）

文責：ラジブ・シュレスタ

本年は2010年7月31日（土）と2010年8月1日（日）の二日間、東京の日比谷公園にてネパールフェスティバル２０１０実行委員会の主催で第四回目となるネパールフェスティバル２０１０が開催されました。天候にも恵まれて全体的には大きな問題がなく無事に終了しました。しかし、協力するはずの協力団体のほとんどは紙だけの協力者になってしまいましたこと、とても許しがたいものです。最後の最後は喧嘩が起こったり、レストランの利用場所はかなり汚くしたりするという原始的な行為は顕著にでてきたことも実行委員会にとって大きな課題です。

さて、各論にいきましょう。自分は今回、子供たちの遊び場を担当しました。それほど準備はできませんが、いろいろなネパール式な遊ぶ内容を考えて準備しました。また、かなり暑い時期ですのでかき氷を販売してはどうかという話がでてきたので、ボランティアが集まるならやろうということになりました。また、ネパールの子供たちの貧しき顔ではなく、幸せでリッチ（金持ちという意味ではない）な顔を見せたいという観点から風の旅行社とネペムコジャパンから写真を提供していただきそれを展示することになりました。そして、タマン・ソサエティ・ジャパンより景品用に貴重なネパールの手工芸品をいただきました。ハテマロ会より各日5名のボランティアを提供していただきました。ミランクラブよりゲームの道具を提供していただきました。
そこで、こどもが遊ぶ環境はどうでしたでしょうか。まずは天候は余りにもよくて、かなり熱かったので思ったより遊ぶことができませんでした。子供遊び場のあるブースは土曜日13時まで来賓用のブースとして使われていました。その後子供ブースのボランティアもほとんどファッションショーなど他のイベントに参加していまして15時までは誰もいませんでした。その間は子供ブースはレストランのテーブルに変わっていました。日曜日はまた猛暑日で子供たちを激しく動いて遊ぶ環境ではありませんでした。午前中は子供たちは集まっていなく遊ぶにくることもありませんでした。午後一番は土曜日同様ボランティアたちは別のイベントを手伝っていました。結局日曜日も午後遅く子供たちを魅了することになりました。ふごふご夢路さんが提供してくださいましたプロレスリングステージ及びプロレスリングショーは子供にとっても一番人気となったことに違いありません。

用意しましたネパールのゲームは下記のとおりです。

1． HWAGRA（ホワグラ）

2． GUCHCHA（ビー玉）

3． CHUNGI（チュンギー）
4． RUBBER JUMPING（ゴム飛びゲーム）

5． LANGUR BURJA（ラングール　ブルジャ）

6． CARUM BOARD（キャラム　ボード）

7． COCK　FIGHT（コック　ファイト）

8． BIRKO MA PAISA CHHIRAUNE （瓶蓋に硬貨を入れる）

9． PIPE MA BALL THOKNO （管から出るボールを打つ）

　　以上各種のゲームを用意してありましたが、CARUM　BOARDとCHUNGIとRUBBER　JUMPINGは人気だったものの、他は使えませんでした。
　　いずれにしても少しでもネパールの遊びを疲労して日本にいる子供(ネパール人、日本人)に紹介できたことはよかったです。プロレスリングショーも今回新たに加わったことは子供たちを魅了するいい機会になったのではないでしょうか。
　　かき氷もずっと使えなかったので赤字の恐れがありましたが、結局わずかなプラスに転じました。ボランティアの方はがっかりしなくてよかったと思います。またかき氷があるからこそこのブースは有効に使うことができたと思います。

　　ただし、反省しなければならない点は多々あります。いくつかを上げると、

1． ボランティアは少ない。

2． イベントの時間帯は共有できていない。

3． 子供たちを誘致する努力はしませんでした。

4． ブースの大半は氷が覆っていて、子供遊び場には適さないのではないでしょうか。そのため一般人はブースに入りにくく、ブースに展示してありました写真を見てくれた人はほとんどいませんでした。

5． せっかく提供されたプロレスリングステージはなかなか使えませんでした。（実はそこでCHUNGIなどの大会をしたいと思っていましたが参加者は居ませんでした）
個人的にもいろいろなところに回っていましたのでブースの面倒をしっかりとみることはできませんでした。結果的に、TAMANG SAMAJ JAPAN の会長ご自身がご丁寧に持ってきて頂きました貴重な手工芸品を失ってしまいました。それだけでなく、他の遊ぶ道具で、ビー玉やボール5個も失っていました。誰か記憶があれば教えて頂きたいものです。道具そのものは大したことではないですが、TAMANG　SAMAJ　JAPAN会長からの商品を失くした分非常に責任感を感じております。どのように謝るか解らないくらいですが、誠に申し訳ございませんでした。お許し下さいます様お願いします。TAMANG SAMAJ JAPANのイベントのときに是非声をかけてください。一所懸命に景品を探してそのイベントを成功できるようにお手伝いさせて頂きます。

最後に、今回子供ブースを任せてくれてありがとうございました。少しは役に立つことができたと思いますが、上記の点を含めた多々の反省点は自分の今後の課題として次回は着実に成し遂げるように努力いたします。子供ブースを支えてくれましたボランティアの方々に深く感謝いたします。今後もどうぞよろしくお願いします。
以上ネパールフェスティバル２０１０、子供ブース担当より報告でした。
